
　
大
阪
府
の
教
育
を
先
導
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附

属
高
校
は
、大
学
進
学
か
ら
就
職
ま
で
、多
様

な
希
望
進
路
を
持
つ
地
域
の
生
徒
が
入
学
す

る
全
日
制
普
通
科
単
位
制
高
校
だ
。「
共
に
学

び
、共
に
敬
い
、共
に
高
ま
る
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
、豊
か
な
感
性
、確
か
な
学
力
、飽
く

な
き
探
究
心
を
も
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
人
物
の
育
成
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
る

（
図
１
）。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
２
０
１
１

年
度
の
開
校
時
か
ら
独
自
の
教
育
課
程
を
編

成
し
て
い
る
。
大
き
な
特
徴
は
次
の
２
つ
。

◎
約
60
も
の
選
択
科
目
を
設
定

　
１
つ
め
は
多
岐
に
わ
た
る
選
択
科
目
だ
。

習
時
間
を
確
保
し
て
ほ
し
い
と
考
え
、
３
年

次
に
数
学
の
選
択
必
修
科
目
を
設
定
し
ま
し

た
」
と
、
福
本
美
紀
校
長
は
説
明
す
る
。

◎
５
段
階
評
価
を
行
う
「
探
究
ナ
ビ
」

　
２
つ
め
は
開
校
時
か
ら
教
育
課
程
特
例
校

の
指
定
を
受
け
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
代
替
と
し
て
設
定
し
て
い
る
学
校
設
定
教

科
・
科
目「
探
究
ナ
ビ
」だ
。
生
徒
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
標
に
、
仲
間
と
協
働
し
て
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ
探
究
を
柱
と
す
る
３
年
間

の
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
。
現
在

生
徒
が
希
望
進
路
に
応
じ
た
学
び
を
自
ら
デ

ザ
イ
ン
で
き
る
よ
う
、
現
在
は
約
60
も
の
選

択
科
目
を
設
定
。
文
系
・
理
系
の
概
念
は
な

く
、
文
系
学
部
・
学
科
志
望
の
生
徒
が
「
数

学
Ⅲ
」
を
履
修
し
た
り
、
芸
術
系
学
部
・
学

科
志
望
の
生
徒
が
設
計
を
学
ぶ
た
め
に
「
物

理
」
を
履
修
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
一
方
で
、
履
修
す
る
選
択
科
目
が
特
定
の

教
科
に
偏
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
２
年
次

は
「
Ａ
、
Ｂ
」、
３
年
次
は
「
α
〜
δ
」「
①

〜
⑥
」
の
群
を
設
け
て
各
群
に
選
択
科
目
を

割
り
あ
て
、
生
徒
は
各
群
か
ら
１
科
目
ず
つ

選
択
す
る
仕
組
み
に
し
た
（
図
２
）。「
生
徒

の
関
心
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
各
教
科
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
学
べ
る
よ
う
、
教
務
部
が
慎
重
に

検
討
し
て
各
群
に
選
択
科
目
を
割
り
あ
て
ま

し
た
。
ま
た
、
国
語
、
数
学
、
英
語
は
、
希

望
進
路
に
か
か
わ
ら
ず
３
年
間
を
通
じ
て
学

＊　選択科目は約60科目を目安として年度ごとに検討しており、2025年度は58科目とした。

スクール・ミッション、グラデュエーション・ポリシー図１

スクール・ミッション（教育理念）
「共に学び、共に敬い、共に⾼まる」の下、変化の激しい社会の中で、豊かな感
性、確かな学⼒、飽くなき探究心をもってたくましく生き抜く人物を育成する。
グラデュエーション・ポリシー
•全教育活動において、課題を発見し主体的に挑戦する⼒、他者と協働しなが

ら課題を解決する⼒、考えをまとめ表現する⼒を育成します。
• 1人1台端末と知識創造の場となる「探究図書館」を有効に活用することで、

個別最適な学びや協働的な学びを確かなものにしながら、自ら学びに向かう
⼒を育成します。 

•「授業・学習」「探究的な学び」「進路学習」「部活動・行事・ボランティア」
の４つの学びを通して、社会で生き抜く⼒を身につけさせるとともに、社会
に貢献しようとする気概を持った生徒を育てます。

※学校資料を基に編集部で作成。

自
由
度
の
高
い
科
目
選
択
や
５
段
階
評
価
を
行
う

探
究
学
習
で
、自
ら
学
び
を
深
め
る
生
徒
を
育
む

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
・
研
修
機
能
と
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
展
開
す
る
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
は
、
約
60
も
の
選
択
科

目
を
設
定
し
て
い
る
単
位
制
高
校
だ
。
ま
た
、
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定
を
受
け
て
設
定
し
て
い
る
学
校
設
定
教
科
・
科
目
「
探
究
ナ
ビ
」
で
は
、

生
徒
に
各
活
動
の
目
標
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
提
示
し
、
生
徒
と
の
対
話
を
通
じ
た
形
成
的
評
価
を
重
ね
た
上
で
５
段
階
評
価
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
課
程

　編
成
の
背
景・
特
徴

自
由
か
つ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
履
修

で
き
る
選
択
科
目
の
仕
組
み
に

学年による教育課程の区分：なし（単位制）　　学科：普通科

卒業までの履修単位数：90単位

各年次の履修単位数：１〜３年次各30単位

選択科目数：58科目（うち専門科目11科目、学校設定科目20科目）（＊）

各年次の選択可能な選択科目数：１年次１科目（２単位）、２年次
３科目（６単位）、３年次６〜８科目（18単位）

特徴ある教科・科目：学校設定教科・科目「探究ナビ」（１・２年次
各２単位、３年次３単位）

指定校等：2011年度〜教育課程特例校、24年度〜DXハイスクー
ル採択校

事
例
3

教育課程　概要
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は
１・
２
年
次
各
２
単
位
、
３
年
次
３
単
位

の
計
７
単
位
と
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
標
準
単
位
数
よ
り
も
多
く
設
定
し
、
教
育

活
動
の
軸
に
据
え
て
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
学
習
評
価
に
も
特
徴
が
あ
り
、
５
段
階
評

価
を
行
い
、
評
定
を
出
し
て
い
る
。
各
活
動

の
前
に
、「
問
い
を
立
て
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
」と
い
っ
た
、活
動

の
目
標
と
、目
標
の
達
成
度
を
測
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
生
徒
に
提
示
。
活
動
中
、
教
師
は

生
徒
と
の
対
話
を
通
じ
て
形
成
的
評
価
を
重

ね
つ
つ
、
生
徒
が
自
ら
考
え
る
活
動
に
な
る

よ
う
、
支
援
す
る
。
そ
し
て
、
活
動
後
の
自

己
評
価
・
相
互
評
価
も
踏
ま
え
て
5
段
階
評

価
を
行
い
、
学
期
末
に
は
評
定
を
出
す
。「
探

究
ナ
ビ
」
を
担
当
す
る
木
村
友と

も
ひ
ろ大
先
生
は
、

そ
の
評
価
方
法
は
生
徒
の
意
欲
や
成
長
に
直

結
し
て
い
る
と
語
る
。

　「
探
究
学
習
で
重
要
な
の
は
、
自
身
の
資

質
・
能
力
の
変
容
の
過
程
を
メ
タ
認
知
す
る

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動
中
、
生
徒

は
教
師
や
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
自
分
の

状
況
を
評
価
規
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
何
度

も
振
り
返
り
を
し
ま
す
。
評
定
は
、
そ
う
し

た
プ
ロ
セ
ス
の
積
み
重
ね
だ
と
生
徒
は
理
解

し
て
い
ま
す
。
教
師
が
生
徒
の
到
達
度
を
丁

寧
に
見
取
り
、
こ
ま
め
に
形
成
的
評
価
を
行

う
こ
と
は
、
生
徒
の
成
長
を
促
し
、
頑
張
り

が
数
値
と
し
て
表
れ
る
こ
と
は
、
生
徒
の
動

機
づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」

◎
選
択
科
目
は
少
人
数
で
も
開
講

　
生
徒
が
学
び
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
よ

う
、
教
師
は
科
目
選
択
を
丁
寧
に
支
援
し
て

い
る
。
２・
３
年
次
の
履
修
科
目
の
選
択
に

向
け
て
、
６
月
の
保
護
者
懇
談
前
に
予
備
調

査
を
行
い
、
懇
談
で
生
徒
に
意
向
を
確
認
。

11
月
の
保
護
者
懇
談
の
前
に
本
調
査
を
行

首
席
、「
探
究
ナ
ビ
」
担
当

木
村
友
大 

き
む
ら
・
と
も
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

理
科
（
化
学
）。

校
長福本

美
紀 

ふ
く
も
と
・
み
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

２・３年次の教育課程図２

注１）図示していないが、１年次は芸術の選択必履修科目（音楽Ⅰ、美術Ⅰ、書道Ⅰ）がある。　注２）２・３年次に同じ科目があるが、学年別に開講。
注３）「Ａ、Ｂ」「α、β、γ、δ」「①〜⑥」の各群にはそれぞれ科目が割りあてられており、生徒はその割りあてられた科目の中から１科目を選択する。例えば、「γ」
に割りあてられた科目から１科目選択するか、「①」に割りあてられた科目と「②」に割りあてられた科目から１科目ずつ選択する。

※学校資料を基に編集部で作成。

：必履修科目
◉：専門科目
★：学校設定科目

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

２
年
次

論
理
国
語

古
典
研
究

 

地
理
総
合

 

歴
史
総
合

数
学
Ⅱ

 

生
物
基
礎

 

理
科
選
択

 

体
育

 

保
健

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
Ⅱ

論
理
・
表
現

Ⅰ

Ａ Ｂ

 

★
探
究
ナ
ビ
Ⅱ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

３
年
次

論
理
国
語

古
典
研
究

 

体
育

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
Ⅱ

数
学
選
択

α ① ② ③ ④
⑤ ⑥

 

★
探
究
ナ
ビ
Ⅲ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

β γ δ

①〜⑥　２単位グループ選択
文学国語、国語表現、国語演習★、地理演習★、日本史演習★、世界史演
習★、倫理、政治・経済、数学Ｂ、数学ゼミ★、物理演習★、化学演習★、
生物演習★、地学演習★、音楽Ⅲ、美術Ⅲ、書道Ⅲ、書道演習★、硬筆書
道★、ファッション造形基礎◉、フードデザイン◉、スポーツⅡ◉、ライフスポー
ツ★、幼児教育音楽★、素描◉、クラフトデザイン◉、総合英語Ⅰ◉、英語
長文読解演習★、グローバルスタディーズ★、保育基礎◉、情報デザイン◉

α、β、γ、δ
４単位グループ選択
地理探究、日本史探究、
世界史探究、数学Ⅲ、物理、
化学、生物、地学

数学選択
数学基礎演習★、
数学応用演習★

Ａ、Ｂ選択
文学国語、国語表現、数学Ｃ、物理演習★、化学演習★、
音楽Ⅱ、美術Ⅱ、書道Ⅱ、情報の表現と管理◉、スポーツⅡ◉、
総合英語Ⅰ◉、グローバルスタディーズ★

理科選択
物理基礎、地学基礎

設
立
　
２
０
１
１
（
平
成
23
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
私
立
大
は
、
京
都
産

業
大
、
京
都
女
子
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
追
手
門
学

院
大
、
大
阪
経
済
大
、
大
阪
工
業
大
、
大
阪
体
育
大
、
関

西
外
国
語
大
、
近
畿
大
、
摂
南
大
、
桃
山
学
院
大
、
関
西

学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
９
７
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学

校
進
学
79
人
。
就
職
15
人
。

学
校
概
要

教
育
課
程

　運
用
の
工
夫

生
徒
が
自
ら
学
び
を
深
め
る
時
間

を
確
保
す
る
た
め
30
単
位
に
減
単

生徒の可能性を開花させる 教育課程の柔軟化 
─何ができるのか？ どう実現するのか？
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い
、
懇
談
で
生
徒
・
保
護
者
と
最
終
確
認
を

し
て
履
修
す
る
選
択
科
目
を
決
定
す
る
。

　
２
年
次
の
選
択
科
目
に
つ
い
て
は
、
数
学・

理
科
の
担
当
教
師
が
科
目
と
大
学
入
試
や
進

路
と
の
関
係
な
ど
を
詳
し
く
説
明
。
入
試
科

目
や
希
望
進
路
、
３
年
次
の
選
択
科
目
を
見

通
し
た
履
修
計
画
を
生
徒
に
立
て
さ
せ
て
い

る
。
３
年
次
は
選
択
科
目
が
多
い
た
め
、
教

科
担
当
に
相
談
す
る
こ
と
を
担
任
が
生
徒
に

促
す
な
ど
、
学
年
全
体
で
指
導
。
履
修
す
る

選
択
科
目
が
決
ま
る
ま
で
、
担
任
や
教
科
担

当
の
教
師
は
生
徒
と
面
談
を
重
ね
る
。

　「
予
備
・
本
調
査
を
と
も
に
保
護
者
懇
談

の
前
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
懇
談
の
場
で
科

目
選
択
を
話
題
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
６
月
の
保
護
者
懇
談
と
併
せ
て

保
護
者
向
け
の
科
目
選
択
説
明
会
を
実
施

し
、
選
択
科
目
と
大
学
入
試
や
進
路
と
の
関

係
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
親
子

が
家
庭
で
進
路
に
つ
い
て
話
し
合
う
土
壌
を

つ
く
る
こ
と
で
す
」（
福
本
校
長
）

　
選
択
科
目
は
履
修
者
が
少
な
く
て
も
原
則

開
講
し
て
い
る
。
直
近
で
は
履
修
者
３
人
で

開
講
し
た
。
そ
う
し
た
対
応
を
す
る
と
、
担

当
科
目
数
が
多
く
な
る
教
師
も
い
る
が
、
単

位
制
高
校
に
お
け
る
加
配
が
あ
る
た
め
、
教

師
１
人
あ
た
り
の
担
当
コ
マ
数
は
抑
え
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、履
修
希
望
者
が
少
な
い
科

目
は
、本
人
に
履
修
の
目
的
や
学
び
た
い
内

容
を
聞
き
取
り
、
そ
の
意
向
に
沿
え
れ
ば
他

科
目
と
統
合
し
て
開
講
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
教
育
課
程
は
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
」

で
毎
年
見
直
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
開
校
時

は
３
学
年
と
も
33
単
位
だ
っ
た
が
、
現
行
の

学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
た
22
年
度
に
30

単
位
に
減
ら
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
生
徒
が
学
び
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し

て
深
め
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
だ
。

◎
週
１
回
の「
探
究
会
議
」で
見
取
り
を
共
有

　「
探
究
ナ
ビ
」で
は
、
生
徒
支
援
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、各
学
年
に
主
担
当
を
、１
年
次

は
Ｔ
２
に
３
人
の
教
師
、
Ｔ
３
に
各
担
任
を
、

２・３
年
次
は
Ｔ
２
に
各
担
任
を
配
置
し
て
い

る
。
各
学
年
の
担
当
者
が
集
ま
る「
探
究
会

議
」を
毎
週
行
い
、前
時
を
振
り
返
り
、
次
時

の
展
開
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。

　「
探
究
会
議
で
は
、
生
徒
や
チ
ー
ム
の
名

前
を
具
体
的
に
挙
げ
な
が
ら
、
各
教
師
が
見

取
っ
た
こ
と
を
出
し
合
い
、
次
時
の
ア
プ
ロ

ー
チ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
多
様
な
視

点
で
の
見
取
り
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
的
確

な
形
成
的
評
価
に
つ
な
が
り
、
生
徒
の
成
長

を
直
接
的
に
支
え
て
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　
24
年
度
か
ら
３
年
次
の
「
探
究
ナ
ビ
」
を

１
単
位
増
や
し
た
の
は
、
探
究
会
議
で
の
教

師
間
の
対
話
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　「
グ
ル
ー
プ
探
究
で
視
野
を
広
げ
る
一
方

で
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
疑
問
や
課
題
を
探
究

す
る
時
間
も
確
保
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
探
究
と

個
人
探
究
を
両
輪
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
木
村
先
生
）

　
自
由
度
の
高
い
科
目
選
択
や
自
分
の
関
心

を
深
め
て
い
く
探
究
学
習
は
、
将
来
と
真
剣

に
向
き
合
う
機
会
と
な
り
、
結
果
と
し
て
、

多
く
の
生
徒
が
納
得
感
を
持
っ
て
早
期
に
進

路
を
決
定
し
て
い
る
と
、
木
村
先
生
は
語
る
。

　「『
進
路
に
直
接
関
係
が
な
く
て
も
、
こ
の

科
目
を
学
ん
で
楽
し
か
っ
た
』『
今
ま
で
と

違
う
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
』
な

ど
と
語
る
生
徒
の
姿
に
、
自
ら
学
び
を
選
択

し
、
深
め
て
い
く
経
験
が
、
人
生
を
い
か
に

豊
か
に
す
る
か
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
生
徒
の
学
び
を
支
え
て
い
る
の

が
教
師
間
の
密
な
連
携
だ
。
毎
週
行
う
探
究

会
議
な
ど
は
、勤
務
時
間
に
配
慮
し
つ
つ
、放

課
後
に
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、時
間
割
に
組
み
込
ん
で
い
る（
図
３
）。

　「
校
内
研
修
で
は
飲
み
物
や
お
菓
子
を
用

意
し
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
授
業
に
お
け
る

実
践
や
悩
み
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
同
僚
性
が
培
わ
れ
、
会
議
以
外

の
場
で
も
、
生
徒
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
資

質
・
能
力
な
ど
に
つ
い
て
自
然
と
語
り
合
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

学
校
全
体
で
同
じ
方
向
を
向
く
力
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　
そ
う
し
た
現
場
の
結
束
を
基
盤
に
し
な
が

ら
、
今
後
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
は
、
福
本

校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
　

　「
現
在
、協
働
的
な
学
び
の
中
で
の
個
別
最

適
な
学
び
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
し
た
教
育
改

革
を
学
校
全
体
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、『
好
き
を
見
つ
け

て
一
緒
に
好
き
を
伸
ば
す
学
校
』
で
す
。
本

校
に
は
、
挑
戦
す
る
こ
と
を
揶や

ゆ揄
せ
ず
、
生

徒
間
、教
師
間
、そ
し
て
生
徒
と
教
師
間
で

頑
張
り
を
認
め
合
う『
挑
戦
を
リ
ス
ペ
ク
ト

す
る
文
化
』が
あ
り
ま
す
。生
徒
一
人
ひ
と
り

が
好
き
な
こ
と
を
柔
軟
に
学
べ
る
学
校
づ
く

り
に
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
、27
年
度
の

改
革
元
年
を
迎
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

主な委員会・会議図３

名称 概要

カリキュラム
委員会

教育課程全体の検討や選択科目の開講の可
否などを議論する。

探究
委員会

各学年の主担当が集まり、「探究ナビ」のカ
リキュラム全体について検討する。

探究会議
「探究ナビ」の担当者が集まり、学年ごとに
週１回実施。各教師が見取ったことを出し合
い、生徒支援と授業改善について話し合う。

授業研究
委員会

各教科の代表者による全体会と、各教科に
よるコアチームがあり、コアチームは週1回、
授業研究や研修内容の検討を実施している。

※学校資料を基に編集部で作成。

成
果
と
課
題

高
い
同
僚
性
を
基
盤
に
、自
ら
学
び

を
深
め
て
い
く
生
徒
を
支
え
る
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